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Waffle概要（田中沙弥果プロフィール） 

特定非営利活動法人Waffle 
Co-Founder/CEO

田中沙弥果
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2017年NPO法人みんなのコード入社。文部科学省後援事業に従事したほ
か、全国20都市以上の教育委員会と連携し学校の先生がプログラミング教
育を授業で実施するために事業推進。 2017年から女子およびジェンダーマ
イノリティの中高生向けの IT教育の機会提供を開始。 2019年にIT分野の
ジェンダーギャップを埋めるために一般社団法人 Waffleを設立。2020年
Forbes JAPAN誌「世界を変える30歳未満30人」受賞。2022年より公益社
団法人ガールスカウト日本連盟の評議員。

公職：
・内閣府 若者円卓会議  委員
・経産省「デジタル関連部活支援の在り方に関する検討会」有識者

その他
・Indeed 職場のジェンダーギャップ解消  有識者
・国際女性会議WAW 2020ユース代表、2022 登壇



Waffle概要（特定非営利活動法人Waffle） 
◇Mission IT分野のジェンダーギャップ を教育とエンパワメントを通じて是正する 
◇事業 ・女子・ジェンダーマイノリティの中高大学生に向けたハンズオンプログラム 

・政策提言、その他イベント 
◇団体名 特定非営利活動法人Waffle 
◇設立 2019年11月 
◇HP https://waffle-waffle.org/ 
◇受賞歴 日本政府主催「ジャパンSDGsアワード」受賞等多数 
◇出版 Waffle著書『わたし×IT＝最強説 女子＆ジェンダーマイノリティがITで活躍するための手引書』 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https://waffle-waffle.org/


Waffle概要（男女共同参画センターとの取り組み紹介） 

Waffle Camp ホームタウン2022年度

ブロック 都市 共催

北海道 札幌市 札幌市男女共同参画センター

東京都 豊島区 豊島区男女平等推進センター

神奈川県 横浜市 （公財）横浜市男女共同参画推進協会

神奈川県 横浜市 （公財）横浜市男女共同参画推進協会

静岡県 静岡市 静岡市女性会館指定管理者
（特非）男女共同参画フォーラムしずおか

福井県 － 福井県教育庁

三重県 － 三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」

大分県 大分市 大分県

女子およびジェンダーマイノリティの中高生を対象に、ITス
キルの提供とキャリア支援を全国的に行う

「Waffle Camp ホームタウン」を、全国7都市（北海道、東

京都、神奈川県、福井県、静岡県、三重県、大分県）にて

開催

5



独立行政法人国立女性教育会館(NWEC)における機能強化の在り方 

● 民間団体において様々な取組を推進する立場から、NWECにどのような役割・機能を期待するか。

また、どのような連携の強化を図っていく必要があるか。

● 男女共同参画センターの“センター オブ センターズ”として、どのような機能強化が必要か。

ゴール 役割 アウトカム

女性の経済的自立を全国津々浦々で実現する

・全国の男女共同参画センターのジェンダー

　専門知識/ITリテラシーを身につける

・全国のジェンダーについてのデータ取得

　及び分析

全国各地のセンターの人材向け人材教育

（ITツール活用）

全国各地の男女共同参画センター356のハブ

全国の地域ごとのジェンダーに関する実態

調査・データ分析

（文部科学省がとれないデータ*）

各プログラムの満足度を計るのではなく、ジェン

ダーの知識・ITリテラシー向上に

ついてのKPI指標を期間・研修実施前と

後で計る。

例：アンケート・テストの実施（KPI達成してるか確

認）

● ジェンダー知識

ジェンダーの知識習得率90％以上

理解度80％以上

● コミュニティ連携

満足度90％以上

6*補足資料参考



具体例：オンラインコミュニティ Slack

7https://slack.com/intl/ja-jp/features/channels

いろんなテーマで作れ
る＆鍵もつけれる

例：
- 広報の悩み
- 助成金情報
- 人材採用

チャットメッセージ。トピック
ごと（チャンネル）に会話が
可能。
個別はDirect Messageで相
談可能

https://slack.com/intl/ja-jp/features/channels


具体例：アウトカムの測り方

8Technovation Girls 2022 インパクトレポート（ 
https://waffle-waffle.org/wp-content/uploads/2022/10/TG2022-Japan-Region-Report_final-1.pdf )

● 回答者の81%以上が「プログラミング」の自信が向上した
● 回答者の81%が「複雑な課題を分析し、簡易化する能力」

の自信が向上し、76%が 「ビジネスを生み出し経営するこ
と」の自信が向上したと報告した。

https://waffle-waffle.org/wp-content/uploads/2022/10/TG2022-Japan-Region-Report_final-1.pdf


男女共同参画センターにおける機能強化の在り方 

● 民間団体において様々な活動を推進する立場から、男女共同参画センターにどのような役割・機能を

期待するか。また、どのような連携の強化を図っていく必要があるか。

ゴール 役割 アウトカム

地域のジェンダー主流化の旗振り役・ハブ・普及・

連携促進

・支援に加えて地域のジェンダー主流化に

　向け変革を

各種統計データを活用し、都道府県単位で男女

共同参画社会の形成状況を分野横断的に分析

し可視化することで、地域ごとの課題を明らかに

する

日本における全国のジェンダーに関する問題の

実情を理解できている、地域格差のリサーチ / 
地域のジェンダーギャップについてデータともに

理解をしている

データをもとに、研修の実施

地域コミュニティのハブ

地域のデータをもとに、変化を起こしたいKPIを立

て、期間ごと・プログラム実施前後で変化をはか

る
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NPOとして男女共同参画センターの取り組みで感じたこと 

良い点

● 横浜市男女共同参画センター

○ 実績がない中、弊団体と共同で取り組んでいただけた

○ 職員はITが苦手とのことだったが、ご自身で学ばれて中高生のメンターとなり教えていた

○ シングルマザー支援＆生活困窮世帯支援を行っており、関連する学生を集めていただけた

（＝本当に届けたい層に講座を提供できた）

● 三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」

○ 県内の高校に連絡して、直接高校まで出向いて校長とお話してくださった。地域開催だからこそ出来る、足を

使った集客を展開していただけた。

○ 会場提供とパソコンの貸し出しをしてくださり、パソコンの無い生徒にも講座を提供出来るように対応してくだ

さった。
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NPOとして男女共同参画センターの取り組みで感じたこと 

課題１

● 課題

○ 教育現場は「平等」が求められるため、教育委員会のみでは男子学生の参加について必ず言及される。

○ 男女共同参画センターは学校の先生とのコネクションが希薄なため、集客が難しそうなセンターもあった。

● 解決策

○ 男女共同参画センターと教育委員会の連携により、ターゲットが女性やジェンダーマイノリティ向けのみ

である意義を理解しながらプログラムを実施する

○ 小中高・大学や教育委員会、児童クラブとのコネクションを持ち、営業活動や出前授業を行う

（＝依頼だけでなく、自分たちから出向く）
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NPOとして男女共同参画センターの取り組みで感じたこと 

課題２

● 課題

○ 男女共同参画センターの人材はジェンダー主流化について、構造の問題を理解しきれていない部分がある。

例：「ママ向け子育てセミナー」→　子育てはママだけのもの？

● 解決策

○ NWEC ジェンダー研修で男女共同参画センターの方のジェンダーリテラシーを高める

12



NPOとして男女共同参画センターの取り組みで感じたこと 

課題３

● 課題

○ 職員のITリテラシーが十分ではない

例：申し込み手段が電話、メール、fax
例：チラシのPDFがメールで送れなかった

例：SlackやCanvaなどの新しいツール使用に障壁がある

例：Zoom接続に毎回苦労している

● 解決策

○ NWECがITリテラシー向上研修を行い、職員のITリテラシーを向上させ生産性を上げる

○ ITリテラシーの定義

■ 定量的なアンケート作成＆まとめ行えるようにする（1-5のスケールにて前後の伸びを測定）

■ PDFをメールで送れるセキュリティ体制

■ デザイン知識の習得（チラシやパンフレットの作成時、要点がわかりやすく視認性が高い）
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NPOとして男女共同参画センターの取り組みで感じたこと 

課題４

● 問題

○ 男女共同参画センターで働く方々の任期付き雇用、低賃金

● 解決策

○ 任期なし雇用、少なくとも平均賃金まで賃金を上げる
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以下補足資料



情報科学専攻の女子は何割？データが公開されていない

● 世界経済フォーラム　ジェンダーギャップ指数レポート2021にて

● 日本の教育スコアは「n/a」が続出

Global Gender Gap Report 2021 16

http://www3.weforum.org/docs/WEF_GGGR_2021.pdf


情報科学専攻の女子は何割？データが公開されていない

● UNESCO デジタルジェンダーギャップのレポート（2021）
● 「ICT」関連学位取得者における男女比が不明

・
・
・

UNESCO: To be smart, the digital revolution must be inclusive

日本

ICTsが空欄
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https://www.researchgate.net/publication/352399686_To_be_smart_the_digital_revolution_will_need_to_be_inclusive


Japan

他にITCsが欠けている国
（118カ国中8カ国）

● ボツワナ
● ブルキファナソ
● カメルーン
● コモロ
● エリトリア国
● ヨルダン
● スーダン
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ちなみにEngineeringの女子
比率が15%未満の国

● ベリーズ
● ブルンジ
● コンゴ
● グレナダ
● 日本
● モーリタニア
● ニジェール
● サウジアラビア
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情報科学専攻の女子は何割？データが公開されていない【現状】

● 学校基本調査の工学部内の「学科」分類に「情報科学」がない。

○ 現在ではメジャーではない「鉱山学」などが含まれており、分類が古い。

学校基本調査　令和２年度　大学・大学院　１０関係学科別　学生数 20

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00400001&tstat=000001011528&cycle=0&tclass1=000001148386&tclass2=000001148387&tclass3=000001148388&tclass4=000001148390&tclass5val=0


情報科学専攻の女子は何割？データが公開されていない【現状】

● 学校基本調査の調査票によると、調査時点で学科の分類は行われていない。

● 文科省にて集計作業をするときに、学科が分類されていると考えられる。

● 分類項目に情報科学を追加することが求められる。

令和３年度学校基本調査  調査票様式集 21

https://www.mext.go.jp/content/20200330-mxt_chousa01-001355787_26.pdf


情報科学専攻の女子は何割？データが公開されていない【解決策】

● 学校基本調査の学科分類項目に「情報科学」を追加する

○ できれば、大学側の手で各学科がどの分類項目にあてはまるかを申告するほうがよい

（総務省科学技術研究調査はその手法をとっている）

○ 最近の学科名は、名前がそのままカリキュラムを意味しない場合がある

● 学校基本調査の調査結果ローデータを開示し、一般の人が分析することを可能にする

○ ローデータを分析したいという声を他からも聞きます。
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参考

● アメリカでは “computer and information sciences” として統計がとられている

Table 325.35. Degrees in computer and information sciences conferred by postsecondary institutions, by level of degree and sex of student: 1970-71 through 2017-18, National Center for Education Statistics
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https://nces.ed.gov/programs/digest/d19/tables/dt19_325.35.asp
https://nces.ed.gov/programs/digest/d19/tables/dt19_325.35.asp



